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府医政治連盟と各支部連盟の活動強化が重要
今
こ
そ
要
求
さ
れ
る
政
治
力

参
院
選
Ｑ
＆
Ａ

な
ぜ
医
師
が
選
挙
活
動
？

　

参
議
院
議
員
選
挙
を
目

前
に
控
え
、
茂
松
茂
人
・

大
阪
府
医
師
政
治
連
盟
委

員
長
（
大
阪
府
医
師
会

長
）
は
、「
今
こ
そ
医
師

の
団
結
に
よ
る
政
治
力
が

要
求
さ
れ
て
い
る
」
と
声

を
強
め
る
。
平
成
31
年
３

月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
府

医
政
治
連
盟
の
第
１
０
４

回
定
例
委
員
会
で
の
一
幕

だ
。
国
民
の
た
め
の
医
療

を
守
る
に
は
、
ど
う
し
て

も
政
治
を
切
り
離
す
こ
と

は
で
き
な
い
。
一
貫
し
た

信
念
は
脈
々
と
受
け
継
が

れ
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
定
例
委
員
会

で
は
、
役
員
の
委
嘱
・
選

任
に
始
ま
り
、
茂
松
委
員

長
が
登
壇
。
開
口
一
番
、

選
挙
活
動
に
対
す
る
重
要

性
を
強
調
し
た
。
一
方

で
、
理
解
不
足
に
よ
る
政

治
力
の
低
下
を
嘆
い
た
。

特
に
、
若
手
会
員
の
間
で

医
師
会
に
お
け
る
政
治
活

動
の
必
要
性
の
認
識
が
希

薄
化
し
て
い
る
と
憂
慮
。

医
療
提
供
体
制
の
構
築

は
、「
政
治
と
密
接
に
関

係
し
て
い
る
」
と
改
め
て

訴
え
、
対
策
を
講
じ
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
の
考
え

を
示
し
た
。
更
に
、
政
治

の
場
で
診
療
報
酬
体
系
、

社
会
保
障
制
度
や
医
業
税

制
な
ど
も
決
定
さ
れ
て
い

る
現
状
を
示
唆
。「
政
治

と
の
関
わ
り
な
く
し
て
医

療
制
度
等
の
改
善
を
成
し

遂
げ
る
こ
と
は
で
き
な

い
」
と
断
言
し
た
。

　

ま
た
、
具
体
的
な
医
政

活
動
の
一
端
と
し
て
、

「
政
治
家
に
国
民
視
点
で

の
医
療
政
策
を
提
言
す
る

こ
と
」
を
指
摘
。
選
挙
時

に
お
け
る
議
員
の
支
援
活

動
が
最
も
大
切
で
あ
り
、

多
く
の
医
師
会
員
に
も
理

解
を
得
る
必
要
が
あ
る
と

の
認
識
を
示
し
た
。

今
夏
の
参
院
選
対
策

今
夏
の
参
院
選
対
策

羽
生
田
氏
支
援
な
ど

羽
生
田
氏
支
援
な
ど

確
認
確
認

　

茂
松
委
員
長
の
あ
い
さ

つ
に
続
い
て
、
加
納
康
至

副
委
員
長
が
「
平
成
30
年

度
府
医
政
治
連
盟
事
業
」

を
報
告
。
次
い
で
、
北
村

良
夫
執
行
委
員
（
会
計
担

当
）
が
30
年
度
会
費
収
納

状
況
を
報
告
し
た
。
議
事

で
は
、
▽
29
年
度
府
医
政

治
連
盟
歳
入
歳
出
決
算
▽

31
年
度
府
医
政
治
連
盟
事

業
計
画
・
同
会
費
賦
課
徴

収
、
同
歳
入
歳
出
予
算
―

―
が
審
議
さ
れ
、
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
た
。

　

続
く
協
議
で
は
、「
第

25
回
参
議
院
議
員
選
挙
」

に
つ
い
て
茂
松
委
員
長
が

趣
旨
を
説
明
。
現
職
で
日

本
医
師
連
盟
が
推
薦
す
る

羽
生
田
た
か
し
議
員
の
後

援
活
動
に
全
力
で
取
り
組

む
こ
と
を
宣
言
し
た
。
ま

た
、「
我
々
の
意
向
を
政

策
に
反
映
す
る
た
め
に

は
、
医
療
関
係
団
体
ト
ッ

プ
が
必
要
」
と
力
説
。
し

か
し
な
が
ら
、
大
阪
府
内

に
お
け
る
羽
生
田
議
員
の

前
回
（
25
年
）
の
得
票
数

は
９
３
１
４
票
で
あ
り
、

直
近
（
28
年
）
の
自
見
は

な
こ
議
員
は
６
１
７
９
票

と
、
票
数
が
伸
び
悩
ん
で

い
る
こ
と
を
問
題
視
。
今

回
の
選
挙
で
は
、「
最
低

で
も
２
万
票
以
上
」
を
目

標
に
掲
げ
、
後
援
会
活
動

を
行
う
と
宣
言
し
た
。
あ

わ
せ
て
、
自
身
を
含
め

「
会
員
一
人
ひ
と
り
が
、

危
機
意
識
を
持
つ
こ
と
が

肝
要
」
と
言
及
。
患
者
に

よ
り
良
い
医
療
を
提
供
す

る
た
め
に
も
「
医
師
会
が

強
い
政
治
力
を
持
つ
こ

と
」
の
意
義
を
重
ね
て
説

い
た
。
そ
し
て
、
全
国
の

医
師
政
治
連
盟
が
一
丸
と

な
り
圧
倒
的
多
数
を
持
っ

て
、「
羽
生
田
議
員
を
国

政
に
送
り
出
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
力
を
込
め

た
。
そ
の
上
で
、
府
医
政

治
連
盟
と
各
支
部
連
盟
の

活
動
強
化
を
基
軸
に
活
動

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る

と
結
ん
だ
。

　

府
医
政
治
連
盟
か
ら

は
、
羽
生
田
議
員
へ
の
具

体
的
な
支
援
と
し
て
、
３

月
に
送
付
し
た
「
２
連
ポ

ス
タ
ー
」
を
診
察
室
な
ど

に
掲
示
す
る
よ
う
依
頼
。

ま
た
、
羽
生
田
議
員
の
事

務
所
関
係
者
が
訪
問
し
た

際
に
は
、
激
励
を
お
願
い

し
た
い
と
し
た
。

羽生田議員の支援を訴える茂松委員長

Ｑ
．
な
ぜ
比
例
代
表
か
ら

候
補
を
出
す
の
で
す
か
？

　

団
体
が
政
策
を
要
望

し
、
実
際
に
反
映
さ
せ
る

た
め
に
は
、「
い
か
に
そ

の
政
党
を
支
持
し
て
い
る

か
」
が
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
す
。
政
党
は
団
体

が
推
薦
す
る
比
例
代
表
議

員
を
、
そ
の
団
体
の
代
表

議
員
と
見
る
傾
向
が
あ

り
、
選
挙
区
選
出
の
議
員

と
は
一
線
を
画
し
て
い
る

風
潮
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
．
そ
れ
で
様
々
な
団
体

が
比
例
代
表
候
補
を
立
て

る
の
で
す
ね
？

　

そ
う
で
す
ね
。
医
療
政

策
に
目
を
向
け
て
み
ま
し

ょ
う
。
例
え
ば
、
他
の
医

療
関
係
団
体
か
ら
比
例
代

表
議
員
が
選
出
さ
れ
て
い

る
一
方
で
、「
医
師
連

盟
」
は
比
例
代
表
議
員
を

ひ
と
り
も
擁
し
て
い
な
い

と
し
ま
す
。
こ
の
場
合
、

他
団
体
に
比
べ
て
「
医
師

目
線
」
で
の
政
策
要
望
の

反
映
は
難
し
く
な
り
ま

す
。
全
国
的
な
支
援
体
制

を
通
じ
て
、
日
医
連
組
織

の
強
化
を
図
る
こ
と
が
と

て
も
大
事
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
．
患
者
の
た
め
の
医
療

制
度
が
遠
の
く
と
い
う
こ

と
で
す
か
？

　

医
療
関
係
者
で
あ
る
こ

と
に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
か
ら
、
患
者
の
た
め
の

医
療
制
度
が
遠
の
く
わ
け

で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
し

か
し
、
比
例
代
表
議
員
が

い
な
い
、
ま
た
は
他
の
医

療
関
係
団
体
候
補
者
よ

り
、
得
票
順
位
が
低
い
場

合
に
は
、
今
後
更
に
医
師

の
視
点
で
の
政
策
が
反
映

さ
れ
に
く
く
な
る
可
能
性

は
残
り
ま
す
。

Ｑ
．
推
薦
候
補
者
は
当
選

後
、
ど
の
よ
う
な
役
割
を

果
た
す
の
で
し
ょ
う
か
？

　

政
権
与
党
の
政
策
担
当

部
門
や
厚
生
労
働
省
、
関

係
省
庁
に
、
医
療
政
策
を

提
言
し
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
党
所
属
国
会
議
員
と

医
療
政
策
に
関
す
る
勉
強

会
を
開
催
し
、
医
療
に
関

す
る
諸
問
題
へ
の
理
解
を

深
め
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
多
く
の
国
会
議
員
に

「
医
師
の
考
え
て
い
る
医

療
政
策
」
を
伝
え
、
政
策

に
反
映
で
き
る
よ
う
活
動

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○執行委員会（平成31年３月14日開催）
◆報告
（１）30年度大阪府医師政治連盟事業報告の件
（２）30年度会費収納状況報告の件
◆協議
（１）29年度府医政治連盟歳入歳出決算の件
（２）31年度府医政治連盟事業計画の件
（３）31年度府医政治連盟会費賦課徴収の件
（４）31年度府医政治連盟歳入歳出予算の件
（５）31年度統一地方選挙対策の件
（６）第25回参議院議員選挙の件
（７）大阪府知事選挙・大阪市長選挙対策の件
（８）第104回定例委員会提出議題の件
（９）その他

○第104回定例委員会（同日開催）
　執行委員会に続き開催。正・副議長選出・副委員長、執行委
員の委嘱と会計責任者・同職務代行者を選任したほか、会計監
督者を選出した。
◆報告
（１）30年度府医政治連盟事業報告の件
（２）30年度会費収納状況報告の件
◆議事
（１）29年度府医政治連盟歳入歳出決算に関し承認を求める件
（２）31年度府医政治連盟事業計画に関する件
（３）31年度府医政治連盟会費賦課徴収に関する件
（４）31年度府医政治連盟歳入歳出予算に関する件
◆協議
　第25回参議院議員選挙の件、ほか
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大阪府医師政治連盟活動報告
平成30年10月～31年４月

○大阪府医師政治連盟支部長打合せ会
日時：11月16日（金）午後３時～３時30分
会場：大阪府医師会館
内容：第25回参議院議員通常選挙について、①各支部における役員会等開催状
況、羽生田たかし・参議院議員に対する推薦決定通知書――などを協議した。

○日本医師連盟医政活動研究会
日時：11月25日（日）午後１時50分～３時45分
会場：ホテルニューオータニ（東京）
内容：大阪府内より55人が参加。はじめに、今村聡・日本医師連盟副委員長より
「医政活動の重要性・参議院比例代表選挙について」と題する講演が行われた。
　続いて、田村憲久・元厚生労働大臣が「今後の社会保障制度について」と題し
て講演。その後、小玉弘之・日医連常任執行委員より、「今後の羽生田たかし後
援会活動」に関して報告がなされた。また、羽生田たかし・参議院議員（参議院
比例区〈全国区〉日本医師連盟推薦）が次期参院選への決意を表明された。 

○羽生田たかし先生を励ます会
日時：11月25日（日）午後４時～５時30分
会場：ホテルニューオータニ（東京）
内容：日医連医政活動研究会に続き開催。大阪府からは31人が出席。来賓として
細田博之・清和政策研究会長および加藤勝信・自由民主党総務会長よりあいさつ
があった。また、菅義偉・内閣官房長官より講話が行われた。

○日本医師連盟執行委員会
日時：平成31年１月15日（火）午後４時30分～５時30分
会場：日本医師会館
内容：茂松茂人委員長、加納康至副委員長、生野弘道副委員長、栗山隆信執行委
員が出席。29年度日医連収支決算、31年度日医連の負担金基準額の報告を受け
た。あわせて、第25回参議院比例代表選挙への対応などを協議した。

○大阪府医師政治連盟支部長打合せ会
日時：１月25日（金）午後３時～３時30分
会場：大阪府医師会館
内容：各支部における羽生田議員のサポーター名簿の獲得状況などを協議した。

①国民皆保険制度を守ります
　誰もが、いつでもどこでも、最良の医療を受けられるように、国民
皆保険制度を守り、国民が必要とする医療を、最適なかたちで受ける
ことのできる社会をつくります。

②被災地の方々の健康維持に努めます
　震災・自然災害で被災され、仮設住宅等での生活を強いられている
皆様への医療提供体制の充実と医療提供者の皆様への支援を、被災者
健康支援連絡協議会事務局長としての経験を生かし進めます。

③地域に密着した医療・介護・福祉を創ります
　身近で、暮らしと強く結びついた地域医療を目指して、地域の皆様
の安心な毎日のため、高齢社会を踏まえ、それぞれの地域に応じた医
療・介護・福祉など提供体制整備を充実します。

④長年の医師会経験を生かした医療政策の提言をします
　昭和62年から前橋市医師会理事、群馬県医師会理事、日本医師会副
会長などを歴任し、永きに渡り医師会活動に従事した経験を生かし
て、地域医療を守るという観点から山積する諸課題にしっかり取り組
みます。

⑤地域医療と医師の健康を守る働き方改革の実現に向けて
　「地域医療の継続性」「医師の健康への配慮」という２本柱を軸
に、労働時間の上限の考え方や地域医療への影響、そして患者の求め
る医療提供体制の整備や自己研鑽・研究と労働など、しっかりと検証
した上で、自民党ＰＴ座長として指し示すべき方向性を導きます。

⑥日本の未来を産み育てる法律の充実に取り組みます
　昨年12月８日に成立した「成育基本法」が充実した運用をなされる
べく、成育医療等協議会の設置や運営が地域に見合った体制となるよ
う努めます。

⑦医師と患者の信頼関係を構築します
　患者会・日本医師会とともに、我が国の医療のすがたを患者・国民
と医師・医療との間の信頼関係に根差したものとしていくために、
「医療基本法」の制定を目指しています。

地
域
医
療
支
え
る
声 

国
政
に

羽
生
田
議
員
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

平
素
よ
り
私
の
政
治
活

動
に
対
し
ま
し
て
、
格
別

の
ご
高
配
を
賜
っ
て
お
り

ま
す
こ
と
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

大
阪
府
医
師
連
盟
の
皆
様

を
は
じ
め
茂
松
茂
人
委
員

長
の
ご
配
慮
に
よ
り
、
こ

の
よ
う
な
寄
稿
の
機
会
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
私
は
自
民
党

「
医
師
の
働
き
方
改
革
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
に

お
き
ま
し
て
座
長
を
拝
命

し
、
５
年
後
の
施
行
に
向

け
て
色
々
な
議
論
を
行

い
、
平
成
31
年
３
月
28
日

に
根
本
匠
・
厚
生
労
働
大

臣
へ
大
き
な
方
向
性
と
し

て
答
申
い
た
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
具
体
的

な
対
策
を
は
じ
め
、
医
療

現
場
の
実
情
に
あ
わ
せ
た

体
制
の
構
築
に
は
制
度
改

正
や
法
改
正
な
ど
様
々
な

手
立
て
が
必
要
で
す
。

　

医
師
の
働
き
方
改
革
の

大
き
な
柱
は
、
①
医
師
の

健
康
へ
の
配
慮
②
地
域
医

療
の
継
続
性
―
―
の
２
本

で
す
。「
医
師
の
健
康
へ

の
配
慮
」
は
医
療
安
全
や

患
者
の
た
め
に
も
大
切
な

こ
と
で
す
が
、
上
限
時
間

の
規
制
の
み
に
よ
る
医
療

環
境
改
善
は
大
変
危
険
で

す
。「
地
域
医
療
の
継
続

性
」
も
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
す
に
は
欠
か
せ
な
い

要
素
で
す
。
ま
た
、
労
働

基
準
法
は
勤
務
医
だ
け
に

適
用
さ
れ
て
お
り
ま
す

が
、
医
療
そ
の
も
の
、
そ

し
て
「
地
域
医
療
の
継
続

性
」
に
は
開
業
医
も
医
療

資
源
と
し
て
地
域
を
支
え

る
大
切
な
一
員
で
あ
る
こ

と
を
訴
え
て
参
り
ま
す
。

　

医
療
が
財
政
論
で
語
ら

れ
る
昨
今
、
切
り
捨
て
と

も
言
え
る
抑
制
・
削
減
政

策
に
歯
を
食
い
し
ば
っ
て

耐
え
て
こ
ら
れ
ま
し
た

が
、
来
年
か
ら
の
３
年
間

は
高
齢
化
の
伸
び
が
鈍
化

す
る
期
間
と
な
り
ま
す
。

こ
の
間
に
疲
弊
し
た
医
療

機
器
や
病
院
機
能
を
立
て

直
す
こ
と
が
そ
の
後
に
来

る
最
大
の
高
齢
社
会
に
対

応
す
る
カ
ギ
に
な
り
ま

す
。
本
年
末
の
予
算
編
成

で
来
年
の
診
療
報
酬
改
定

へ
と
一
気
に
進
み
ま
す
。

こ
こ
で
医
療
界
の
声
を
大

き
く
届
け
る
役
割
を
私
に

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
大
阪
の
地
で
も
先

般
、
大
き
な
激
震
が
走
り

ま
し
た
。
政
治
と
い
う
の

は
本
当
に
一
寸
先
を
も
見

通
せ
る
と
は
言
い
に
く
い

も
の
で
す
。
地
域
医
療
を

懸
命
に
支
え
ら
れ
て
お
ら

れ
る
皆
様
方
の
お
声
を
国

政
に
届
け
る
役
割
を
、
ぜ

ひ
お
任
せ
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
ま
だ
ま
だ
、
医

療
に
お
け
る
諸
課
題
が
山

積
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
お
支
え
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

参
議
院
財
政
金
融
委
員
会

理
事
／
自
民
党
厚
生
労
働

部
会
長
代
理
／
医
師
の
働

き
方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

チ
ー
ム
座
長

 

羽
生
田 

た
か
し

新研修医ウェルカムパーティーでは羽生田議員が新研修医325人を激励

サポーター名簿獲得、ポスター掲示に尽力を
府医政治連盟からのお願い

羽生田たかし議員が目指す活動

　医師会が「確かな政治力」を持つことは非常に重要です。医師会の
政治力が弱くなれば、医師が行いたい適切な医療を提供できなくなる
ばかりか、地域住民に大きな不安を与えることにつながります。
　家族、医療機関の職員、患者さんや友人、知人に羽生田たかし議員
の政策や今の日本の医療に関する問題について説明していただき、サ
ポーター名簿の協力を呼びかけてください。
　全力で羽生田議員を応援しましょう。引き続きサポーター名簿の獲
得、ポスター掲示などを通じて、ご支援・ご協力をお願いいたします。


